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１．はじめに
　本稿では、韓国語学習者作文コーパスである「KC
　Corpus（Korean L2 Learner's Written Composition 
Corpus）」を紹介する。また、KC　Corpusの誤用分
析の集計から得られた知見を韓国語教育現場で活用す
るための一例を提示する。そして、より効果的な韓国
語教育のシステムを構築し、有効なものとして活用し
ていくためのKC  Corpusの可能性について検討して
みることを目的とする。

２．「KC　CCorpus（Korean L2 Learner's Written 
Composition Corpus）」

2.1　コーパス（Corpus）と言語教育
　一般に、コーパスは言語研究に使用するために大量
に収集された書き言葉および話し言葉のテキストを電
子化し、コンピュータ処理できるようにした「電子化

テキスト資料」を指す。このようなコーパスは多量の
データを踏まえて語の隠れた特徴や言語の傾向性を明
らかにすることができるため、語法研究、社会言語学、
辞書編纂、文体論などといった言語テキストを扱う広
範な研究領域において活用することができる（石川, 
2008）。特に、学習者の発話・作文データを集めた学
習者誤用コーパスは、学習者が産出した大量の生デー
タを客観的かつ数量的に分析することで信頼性の高い
誤用分析を可能にするとともに、主観的経験から得ら
れた知見とはまた異なった知見を提供してくれる。ま
た、その結果は学習者の立場から間違いやすい目標言
語の特性を把握し、学習者に目標言語をより正しく理
解させ、できるだけ誤用を少なくするための有効な教
授方法や教材開発にもつなげることができる点で、
コーパスの言語教育への貢献の余地と利用価値は高い
（  , 2002; 石川, 2008）といえよう。

１本稿は、2010年9月に行われた第4回山口県立大学学術研究会（優秀研究報告）の報告資料をもとに、加筆を行ったものである。
２Hyunjung, Lim, Associate Professor, Yamaguchi Prefectural University, Japan; hjlim@yamaguchi-pu.ac.jp
３Jae-ho, Lee, Researcher, The Japan Foundation, Center for Japanese-Language Testing, Japan; jhlee.n@gmail.com
４Jung-nan, Hwang, Senior Lecturers, Ritsumeikan Asia Pacifi c University, Japan; nancy0518@yahoo.co.jp
５Yoshihiko, Asao, Doctoral Student, Grad.Sch. SUNY Buff alo, USA / Kyoto University, Japan; asaokitan@ling.bun.kyoto-u.ac.jp
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要　旨
　本稿では、韓国語学習者作文コーパスである「KC　Corpus （Korean L2 Learner's Written Composition 
Corpus）」について、その概要と教育現場での活用の一例を示した。そして、より効果的な韓国語教育のシステム
を構築し、有効なものとして活用していくためのKC  Corpusの可能性について検討を行った。KC　Corpusは、韓
国語学習者における産出的言語使用（作文）の問題点を客観的データに基づいて分析することが可能であり、分析
結果を容易に教育現場へのフィードバックできるという点で、韓国語教育のための有効なツールであると考える。
現時点でのKC　Corpusの課題としては、（１）学習者の主な韓国語学習機関が限定されていること、（２）上級レ
ベルのデータが不足している。また、（３）添削や形態素の誤りがまだ一部残っていることがあげられる。今後は、
韓国語学習者作文コーパスの規模の拡充を図りながら、複数の添削者による添削を実施していきたいと考えている。
またより効果的な第２言語教育、とりわけ韓国語教育への応用をも視野に入れ、現在開発中の韓国語教育スタンダー
ド（can do）との有機的関係を模索しながら、韓国語教育への活用可能性を模索していく予定である。

キーワード：韓国語学習者、KC Corpus、誤用分析、韓国語教育への活用
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2.2　「KC　CCorpus」の開発背景と目的
　近年、韓国語のみならず、語学学習者のニーズは一
層多様化されており、語学教員に対してはより質の高
い教育、学習者のニーズや習熟度に柔軟に対応できる
教育コンテンツの開発、そして効果的な教授法の支援
などが求められている。このような状況のなか、学習
者コーパスはその活用が多方面において期待されてい
る。
　一方、韓国語における学習者コーパスは、延世コー
パス６のほか、いくつかの学習者コーパスがあるが、
一般公開されているものは極めて少なく、検索ツール
においてもその使用方法が容易でないため、学習者
コーパスを活用した研究は十分とはいえない（  
, （2004）  , 2002）。また、学習者の誤用分
析においては学習者の学習環境は重要な変数要因にな
りうる。しかし、既存の韓国語学習者コーパスは韓国
国内で韓国語を学習する学習者のデータを収集したも
のがほとんどであることから、海外で、特に日本で韓
国語を学習する学習者の特性を反映していないのが現
状である。
　そこで、以上の問題点を踏まえ、KC　Corpusでは、
日本の大学で韓国語を学習する日本語母語話者を対象
に、作文データを収集し、電子データ化を行う。また、
教師への共有化を前提にした使いやすい学習者コーパ
スの構築を目的とした。具体的には、複数の言語情報
（形態素情報、誤用タグ、添削情報）を付与することで、
誤用分析に適したコーパスの開発、また、研究・教育
者の様々な利用目的に応じた情報抽出が可能で、Web

６延世コーパスは延世大学の語学堂の韓国語学習者を対象にデータを収集したもので、規模は26万語節（2002年現在）。
７本研究は、【Korean Studies Grant 2008（課題番号：AKS-2008-R15）：2008年5月－2009年4月（研究代表者：林炫情）「韓国語教育支
援共有資源化のためのコーパス構築：日本語母語話者の作文データベース化を中心に」】と【平成21年度・山口県立大学学内研究助成
金（基盤研究（A））：2009年6月－2010年3月（研究代表者：林炫情）「韓国語学習者作文コーパス（KC Corpus）と韓国語教育への活用」】
による補助を受けた。

2.4　KC CCorpusの全体設計図と構築手順
　KC Corpusは（１）「学習者による韓国語作文」、（２）
「その母語訳（日本語）」、（３）「学習者情報」の３つ
のデータベースからなる。また、「学習者による韓国
語作文」には「生データ（*pdf）」と「タグ付きテキ
ストデータ（*txt）」、「学習者情報」には「教師によ
るレベル判定（*txt）」と「自己申告による韓国語の
学習履歴（*pdf）」がそれぞれ含まれている（図３）。
　また、構築手順は図４に示した通りである。（１）デー
タ収集では、韓国語の作文、その日本語訳、学習者履
歴、公開に関する確認書（使用承諾書）を紙媒体で作
成してもらった。（２）電子化では収集したすべての
ドキュメントを電子ファイル化した。そして、（３）

ブラウザ上での検索環境を提供するといったユーザフ
レンドリーな検索環境構築を目指した。さらに、KC 
Corpusのデータにおいては「集めたけど公開できな
い」という事態を避けるため、データ収集時に著作権
処理も同時に行うことで、著作権問題においてもクリ
アしている。図１はKC Corpusの基本方針を示したも
のである。

2.3　KC CCorpusの構築状況７

　KC Corpusは2008年度から開発をスタートし、2009
年度に第２回目のデータ追加と検索ツールの改良を経
て、2010年度に第３回目のデータ追加のための作文
データの収集を終え、添削の修正を行っている段階で
ある。KC Corpus構築の現在までの進行状況を年度別
に示したのが図２である。　
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  (知能型形態素分析機)を使用し
て形態素解析を行い、必要な言語情報を付与した。解
析の誤りについては人手で修正を行った。基本的なタ
グセットは「21  （21世紀セジョ
ンコーパス）」のタグセットと同じである。（４）添削
と誤用のマーキングでは、すべて人手で語節単位での
添削を行いながら、文法的ミス、表記的ミス、文体的
ミスの３種類に分け、それぞれの誤用タグを付与した。
複数の誤用については、区切り文字を入れるとともに
複数の誤用タグをつけ、いずれの検索条件でもヒット
するようにした。（５）学習者のレベル判定はデータ
の格納時に行った。学習者のレベル判定の基準は、学
習者の韓国語関連の検定試験資格、作文作成時の学習
レベルと学習歴、留学の有無と期間などを総合して６
段階レベルで判定を行った。構築手順の詳細は、林・
李・曺・浅尾（2008）、 （2009）、李・林・浅尾・
曺（2009）、李・林・曺・浅尾（2010）を参照。

2.5.2 http://jhlee.sakura.ne.jp/kccをクリックする。
　接続ダイアログが表示されたらID「kor」とパスワー
ド「kwickwic」を入力する。パスワードを設定した
のは、入り口を一本化するためのもので利用を制限す
るためのものではない。

2.5　KC CCorpusの使用法
　現在、KC Corpusは、Web上（http://www12.atwiki.jp/
kccorpus/）にて全文データを無償でダウンロードでき
るようになっているが、アクセスからデータ保存まで
の使用方法は下記の通りである。

2.5.1 KC CC orpus（http://www12.atwik i . jp/
kccorpus/）のホームページにアクセスし、メニュー
の使用法をクリックする。
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■文字列のみの検索
　形態素を超える単位を検索する（複合的な要素）場
合は、stringボタンをクリックの上、キーワードを入
力する。

2.5.4 検索結果を確認する。
　全体のヒット件数が表示される。また、学習者ID
｜元のPDFへのリンク【K/J】｜レベル【level２－６】
｜KWICデータ｜添削情報(誤用タグ）の順で結果が
表示される。元のPDFへのリンク【K/J】をクリック
すると、元の作文データをPDFファイルで見ること
ができる。日本語データを見たい場合は「J」を、韓
国語のデータを見たい場合は「K」をクリックする。
例えば、「 boda」の全用例をヒットさせてみると
図10のような画面が表示される。ただし、検索結果画
面に関する説明は表示されない。

■形態素単位での検索
　簡単な検索の場合、すべての単語は形態素単位で入
れ、動詞、形容詞の場合は「- da」を除いた語幹の
み入力する。また、助詞の場合は、前接名詞のバッチ
ムによる異形は別々に検索する。絞り込みで検索した
い場合は、「検索語＋品詞」で検索を行うことができる。
例えば「 ga」と入力するだけでは、動詞の「
gada（行く）」と助詞の「 ga（が）」が共にヒット
する。動詞のみヒットさせたい場合、あるいは助詞の
みヒットさせたい場合には、part of speechで品詞を
指定する。また、「検索語＋添削情報」で検索を行う
ことも可能である。例えば「 gada（行く）」の正
用例だけをヒットさせたい場合は「 ga」＋「correct 
uses」で検索する。誤用例を見たい場合は「errors」
を選択する。誤用例の中でも文法的な誤用例のみを見
たい場合は「grammatical errors」、綴りの誤用例を
見たい場合は「spelling errors」、文体的なエラーを

2.5.3 検索オプション（morpheme/ string）を指定し
て「検索」ボタンをクリックする。

見たい場合は「stylistic errors」を選択する。 「検索語
＋レベル」で検索を行う場合は、初級レベル（level１）
から上級レベル（level６）の選択が可能である。



48 山口県立大学学術情報　第４号　〔大学院論集　通巻第12号〕　2011年３月

2.5.5 検索結果を保存する。
　download（TXT/XLS）では、検索結果を保存する
ことができる。テキストファイル形式で保存したい場
合はTXTをクリックする。クリックするとウェブ画
面上（図11）で結果が表示される。コピー&ペース
トで結果を保存することができる。 

３．KC CCorpusの統計分析 

3.1　全学習者データの集計
　2010年10月現在まで集めた学習者作文データの総数
は291名分（内訳は、山口県立大学178名分、九州大学
66名分、立命館アジア太平洋大学47名分）である。た
だし、2009年4月以後に収集したデータについては、
現在添削の見直しを行っていることから、本稿では、
第１回目に収集した152名分のデータのみを数値化し、
統計処理を行った。152人の学習者から産出した総語
節数（語節のトークン頻度）は20905語節で、一人あ
たりが産出した平均は137.5語節であった。外国人学
習者が産出したデータの平均語節が、初級の場合は60
－70語節を超えるのが難しく、中・上級の学習者の場
合も100－120語節以内が多い（  , 2004）こと
を考慮すると、少ない数のなかでも本データの産出量
はある一定のレベルはクリアしているといえよう。ま
た、誤用総語節数は4988語節のうち、誤用語節が占め
る割合は平均23.9であった。
　図14で分かるように誤用類型は、文法ミス（形態・
活用、文法要素の脱落などといった活用や文法的側面
での誤用）が3808語節と最も多く、次に表記ミス（韓
国語にはない文字などの誤用）、文体ミス（語順、表
現や語用論的側面での誤用）の順であった。総語節の
なかで誤用語節が占める割合は、各18.2％、2.9％、2.7％
であるが、全体誤用を100でみた場合、それぞれの誤
用が占める割合は文法誤用が76.3％、表記誤用が
12.3％、文体誤用が11.3％となる。

　また、XLSはエクセルファイル形式で保存する場合
にクリックする。クリックするとエクセルのダウン

ロードダイアログが表示される（図12）。図13はエク
セルファイル形式での保存結果である。



49林 炫情, 李 在鎬,黄 煖,浅尾仁彦：韓国語学習者作文コーパス（KC Corpus）と韓国語教育への活用

　図16から分かるように、韓国語の「 jal」には「う
まく、よく、元気、上手」などが対応して使われてい
る。そのなかでも特に「よく」の対応が顕著であった。
誤用例に注目してみると、「 jal」と「元気」、「
jal」と「上手」の対応では特に誤用がみられなかっ
たのに対し、「 jal」と「よく」の対応において誤用
が集中する傾向がみられた。一方、日本語の対訳デー
タ10から「よく」をキーワードにして対応する韓国語

８KC Corpusでは、学習者レベルを全６レベルと分けており、レベル１からレベル６の順でレベルは高くなる。今回の作文データの収
集は、「90分授業の受講経験が28から30時間程度で、450語程度の基礎的な語彙と基本文法に対して理解が定着しており、決まり文句
としての挨拶やかんたんな質疑応答ができる」ハングル検定能力試験５級程度以上のレベル２以上の学習者を対象に行った。各レベ
ルの設定基準については林・李・曺・浅尾（2008）、 (2009)を参照。

９李・井佐原（2006）では、世宗コーパス（韓国語の均衡コーパス）を使って韓国語の「 jal」のデータを収集し、クラスター分析で
語義分類を行っているが、分析の結果、様態解釈、程度解釈、頻度解釈、態度解釈の４つの意味パターンが見られたことを報告して
いる。

10KC Corpusでは、韓国語作文と学習者自身による母語訳が対訳形式で検索できる。対訳形式の検索機能を設けたのは、韓国語と日本
語の双方向での検索が可能になることで、母語からの誤用の影響を探ることができる。また、強いては対照言語学的な知見のための
有効な資源の提供が可能になると考えたからである。

3.3 誤用分析の一例　
　誤用分析を韓国語教育現場で活用するための一例と
して、ここでは、韓国語の多義語副詞である「 jal」
について取り上げる。韓国語副詞「 jal」は『ハン
グル検定公式ガイド・合格ドウミ』では５級の語彙と
して掲載されており、その意味は「①立派に、上手に、
うまく、②詳しく、十分に、③無事に、④よく、しば
しば、⑤正しく、⑥よろしく」などが代表的な日本語
訳となっている９。つまり、「 jal」は初級レベルの
語彙ではあるが、その意味が多義に至っていることか
ら、韓国語学習者にとってはその習得が容易でないこ
とが予想される。そこでこの仮説を検証するため、検
索ツールから「 jal」に対応する日本語を抽出して
みた。図16は「 jal」に対応する日本語、「よく」に
対応する韓国語の用例数をそれぞれグラフで示したも
のである。

3.2　レベル別・類型別誤用分析
　レベル別８の誤用分析の結果をグラフで示したのが
図15である。学習者数はレベル２に偏っている。中級
から高級にかけてのデータが少ない点が今後のデー
タ収集の課題として残る。総語節数はレベルが上がる
につれて語節数も増加する傾向が見られた。全レベル
において最も多かった誤用類型は文法ミスであった。
誤用類型の特徴をレベル別にみると、文法ミスはレベ
ル２において顕著に高く、レベル４で最も低いことが
分かった。つまり、韓国語学習を始めて間もない学習
者の場合は、助詞の使い分けに難しさを感じるようで
あるが、一定の学習期間を経るとその使い分けも徐々
に安定してくるようである。レベル４より上級のレベ
ル５とレベル６の学習者の文法ミスが増えたり、再び
減ったりすることは、形態や活用の誤用よりは、助詞
などの文法要素の脱落などに起因するものと思われ
る。次に、表記の誤用はレベル２において最も多いこ
とから、初級の学習者に対する表記教育をもっと強化
する必要があることが示唆された。
　最後に、表現や語用論的側面の間違いである文体ミ
スでは、レベル３が最も少なく、レベル４が最も多
かった。文法ミスで最も少なかったレベル４の学習者
が文体ミスでは最もミスを犯していることは大変興
味深い。この結果から、文法的知識がある程度安定し
てきたレベル４の学習者については、語用論的側面で
の学習サポートが更に必要であると思われる。
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11Aff ective Filter Hypothesis（情意フィルター仮説）
 学習者が持つ言語学習に対する感情的な壁が、第２言語および外国語習得に影響を及ぼすとした仮説。学習者がたとえ充分な量の理
解可能なインプット（comprehensible input）を受けていても、その学習者側に不安や学習意欲の欠如、自信喪失などの心理的問題
があると、それが障壁となり、インプットが学習者の中に入りにくくなる。その結果、言語習得の進展に支障が生じるとされる【第
２言語習得（SLA）用語集：http://www.modern.tsukuba.ac.jp/̃ushiro/Publishing/SLAglossary.htm】

の表現を抽出してみた結果、日本語の「よく」に対し
ては「 aju , johta, jaju, jal」と対応し
ていることが多かった。そのなかでも誤用が最も多く
見られたのは日本語の「よく」を韓国語「 jal」に
対応させたケースであった。さらに、日本語の「よく」
に対応する21の誤用例について、正しい言い方に置き
換えた添削後の表現をみると、「 jaju 」を用いる
べき文脈に対して「 jal」を対応させた誤用例が最
も多かった（図17）。

　上記の分析結果を踏まえ、学習者には日本語の「よ
く」は大きく分けて「それをする/した能力・行為・
作用・結果が十分であること」ことと、「頻繁に～する」
という頻度を表す（市川（編）2010）。後者の意味で「よ
く」を用いる場合、韓国語は「 jal」ではなく、「
jaju」を用いることを強調して指導する必要がある。
また、日本語では副詞の位置は比較的自由であるが、
韓国語では修飾する動詞や形容詞の直前に置くのが自
然である（油谷, 2007）こともあわせて説明しておく
ことが必要であると思われる。

４．より効果的な韓国語教育のシステム構築とKC　
CCorpusの活用

　教育の最終目標は、学習したことを的確に使用でき、
自ら次の学習目標が設定できる、自律した学習能力を
もった自立した学習者の育成である。これは言語教育
においても同様のことがいえよう。つまり、言語教育

においての学習者の自立とは、学習者が学習した内容
（言語能力）を的確に正しく運用でき（言語使用）、自
ら次の学習設計が可能になる段階のことを意味する。
しかし、第２言語習得の分野では、学習者の心理的
aff ect11が言語習得に少なからず影響を及ぼすことが
報告されている（田所, 2001）。つまり、学習者自身の
使用可能な言語能力がいつもどこでも発揮できるとは
限らず、学習者の不安の状況によって言語活動（使用）
と言語能力は異なるのである。
　また、迫田（2008）では、「わかる」と「できる」
が異なっていること、「誤用は学習者自身の言語規則
の検証の表れ」であると述べている。そのため、教師
は学習者の言語習得を促進させるために、学習者がど
のようなところで習得の難しさを感じているのか、ま
た、どのようなスキルが必要かを常に把握しながら、
学習者の不安を少しでも取り除かせて的確に学び続け
させられるように指導していく必要がある。
　一方、教育現場での学習目標やそれを評価するため
の学習者側の言語能力を「can do」とすれば、学習者
の作文データを集めたKC　Corpusは、学習者の産出
的言語活動の一つである「書く」に対する「want to 
do」の産物である。従って、KC　Corpusから得られ
た知見（例えば、学習者個々の習得状況や誤用のパター
ン）を、カリキュラムや教材開発に繰り返し反映して
いくことは、最終的には学習者自らが自分の学習を「計
画・モニター・評価」するといった、学習者の自立を
促す第２言語教育の支援につながると考える。
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迫田久美子（2008）「プロフィシュンシーを支える学
習者の誤用－誤用の背景から教え方へ－」

田所真生子（2001）「外国語学習における学習者の情
意要因に関する考察」『ことばの科学』14. 303－
320.

鎌田修・島田和子・迫田久美子（編）『～真の日本語
力を目指して～プロフィシュンシーを育てる』（凡
人社）

ハングル能力検定協会（2006）『「ハングル」検定公式
ガイド・合格ドウミ（初・中級編）』ハングル能
力検定協会

油谷幸利・金恩愛（2007）『間違いやすい韓国語表現
100 初級編』白帝社
・ ・ ・ ・ ・ 　

（2004）『    』 

（2009）『     
 :    
 』   
（ ） （ASK－2008

－R－15）
・ ・ （2002）「   
 」『 』13（1）

, 127－157.
『 第 ２ 言 語 習 得（SLA） 用 語 集 』：http://

www.modern.tsukuba.ac.jp/̃ushiro/Publishing/
SLAglossary.htm 

国際交流基金・『JF日本語教育スタンダード』：http:/
/jfstandard.jp/top/ja/render.do

12韓国語教育スタンダードとは、「国際的な言語教育の枠組みである「言語のためのヨーロッパ共通参照枠：学習、教育、評価（Common 
European Framework of Reference for Languages; Learning, teaching, assessment、以下CEFR）」の研究成果を活用し、本学におけ
る韓国語教育のさまざまな教育実践内容を明確に説明できる透明性と、教育実践の比較や連携を可能にする一貫性をもたらす韓国語
教育共通参照枠（以下、韓国語教育スタンダード）」を指す。韓国語教育スタンダード開発の目的は、第１に、CEFRの共通参照レベ
ル及び例示的能力文を参照にして、韓国語の能力記述文（can do形式の記述）をデータベース化すること。第２に、CEFRに対応し
た表現の自動抽出ができる韓国語テキストデータベースを作成すること。第３に、１と２をふまえ、「グローバル生活人」として必要
な多文化・相互理解のための言語教育スタンダードの観点から本学の韓国語カリキュラムを見直し、改善することである。現在開発
中の韓国語教育スタンダード（検討案）では、コミュニケーション言語能力（communicative language competences）とコミュニケー
ション言語活動（communicative language activities）の考え方や構成はCEFRに準じており、国際交流基金が開発・運用している『JF
日本語教育スタンダード』http://jfstandard.jp/top/ja/render.do を参考にしている。なお、本研究は【平成22年度・山口県立大学学
内研究助成金 （基盤研究（A））「多文化・相互理解のための韓国語教育スタンダードの開発」（研究代表者：林炫情）】の補助を受けた。

５．おわりに

　以上、KC　Corpusの概要と韓国語教育への応用の
一例を簡単に示してみた。現時点でのKC　Corpusの
課題としては、（１）学習者の主な韓国語学習機関が
限定されていること、（２）上級レベルのデータが不
足している。また、（３）添削や形態素の誤りがまだ
一部残っていることがあげられる。今後は、韓国語学
習者作文コーパスの規模の拡充を図りながら、複数の
添削者による添削を実施していきたいと考えている。
またより効果的な第２言語教育への更なる応用を視野
に入れ、特に現在開発中の韓国語教育スタンダード12

との有機的関係を模索しながら、KC　Corpusのより
効果的な韓国語教育への活用可能性を模索していきた
い。
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